
ボーイングの知財戦略：戦略的転換点におけ

る知的財産ポートフォリオと競争優位性の再構

築 
 

 

1. エグゼクティブサマリ 
 

2025年11月現在、ザ・ボーイング・カンパニー（以下、ボーイング）は、創業以来の歴史の中で最も重
要な戦略的転換点の渦中にあると言っても過言ではない。過去数年間にわたる安全性への懸念、

生産品質問題、そして2024年のIAM（国際機械工・航空宇宙労働組合）による大規模なストライキを
経て、新CEOケリー・オルトバーグ（Kelly Ortberg）の下で断行されている経営再建は、同社の知的
財産（IP）戦略にも抜本的な見直しを迫っている。本レポートは、ボーイングのIP戦略が、かつての
「包括的な技術支配」を目指す拡張主義的なモデルから、デジタルツイン、サステナビリティ（持続可

能性）、および自律飛行技術を中心とした「選択と集中」、そしてリスク管理を伴う「効率化」へとどの

ように進化しているかを、入手可能な一次情報と市場データに基づき包括的に分析するものである。 

ボーイングの現在のIP戦略を定義づける最大の要因は、物理的な航空機製造から「デジタルスレッ
ド（Digital Thread）」および「モデルベース・エンジニアリング（MBE）」への移行である。T-7Aレッド
ホークやMQ-25スティングレイの開発において実証された開発時間の大幅な短縮（組立時間の80%
削減、ソフトウェア開発期間の50%短縮）は、特許取得済みおよびトレードシークレット（営業秘密）と
して保護されたデジタル製造プロセスによって支えられており、これが同社の将来の競争優位性の

源泉となると見込まれる 1。特に、かつて「ブラック・ダイアモンド」と呼ばれた製造革命イニシアチブの
遺産は、セントルイスやメサの高度製造拠点で結実し、航空機の設計図そのものよりも、それを製造

するためのデジタルプロセスを知財化するというパラダイムシフトを引き起こしている。 

サステナビリティの領域においては、競合エアバスとの戦略的な分岐が鮮明になっている。エアバス

が水素航空機（ZEROe）の開発に多額のリソースを配分し、水素エコシステム全体の知財網構築を
目指す一方で、ボーイングはより現実的かつ即効性を重視したアプローチを採用している。NASAと
の提携による遷音速トラス支持翼（TTBW/X-66A）の開発や、持続可能な航空燃料（SAF）の効果を
可視化するデータモデリングツール「Cascade」への注力は、既存のインフラとの整合性を保ちつ
つ、着実な脱炭素化を進めるためのIP戦略である 4。この戦略の違いは、両社の財務状況や市場予
測の差異を反映しており、ボーイングは巨額の負債を抱える中で、投資対効果の高い技術分野への

リソース集中を余儀なくされている側面もある。 

自律飛行技術に関しては、Wisk Aeroの完全子会社化とSkyGridの統合により、機体ハードウェアと
運航管理システムの両面で垂直統合型の知財要塞を構築しようとしている。Wiskが保有する約479



件の特許ポートフォリオ、特に「リフト＋クルーズ」構成に関する特許群は、将来のアーバンエアモビ

リティ（UAM）市場におけるプラットフォーム支配権を握るための重要な布石である 8。しかし、Zunum 
Aero訴訟における第9巡回区控訴裁判所による8,100万ドルの評決復活や、Wilson Aerospaceによ
るISS（国際宇宙ステーション）関連の技術盗用疑惑など、外部イノベーションの取り込みに伴う法的
リスクも顕在化しており、IPガバナンスの再構築が急務となっている 11。 

さらに、グローバルR&D体制の再編もボーイングのIP戦略に大きな影響を与えている。インド（BIETC
）、オーストラリア、英国（シェフィールド）へのR&D拠点の分散は、単なるコスト削減策ではなく、各地
域の専門性を活用した「分散型IP創出」モデルへの移行を意味する。インドにおけるアビオニクスや
ソフトウェア開発、英国におけるアクチュエータや材料研究、オーストラリアにおける自律システム開

発といったように、地域ごとに特化した技術開発が進められ、それらがグローバルなIPポートフォリオ
に統合されている 14。 

本レポートでは、これらの要素を詳細に分析し、ボーイングが直面する「イノベーションのジレンマ」

と、それを克服し、次世代の航空宇宙産業におけるリーダーシップを再確立するためのIP戦略の全
貌を明らかにする。定量データに基づく分析、競合との詳細なベンチマーク、そして法的・規制環境

の深い洞察を通じて、意思決定者に資するインサイトを提供する。 

 

2. 戦略的背景と進化（Context & Evolution） 
 

 

2.1 歴史的文脈：2000年代から2025年までの変遷とパラダイムシフト 
 

ボーイングの知的財産戦略は、過去四半世紀において、航空宇宙産業の構造変化と同社の経営方

針の揺らぎを反映しながら劇的な変遷を遂げてきた。この変遷を理解することは、2025年現在の同
社の立ち位置と将来の方向性を把握する上で不可欠である。 

2000年代初頭、787ドリームライナーの開発プロジェクトにおいて、ボーイングはそれまでの自社完
結型の製造モデルから、「大規模システムインテグレーター」としての役割へ大きく舵を切った。この

戦略の下では、主要なコンポーネントやサブシステムの設計・開発、そしてそれに付随する知的財産

（IP）の創出と管理が、主要なTier 1サプライヤー（パートナー企業）に委ねられた。このアプローチ
は、開発コストとリスクを分散させることを目的としていたが、結果としてサプライチェーンの分断、技

術的なブラックボックス化、そしてボーイング自身の技術的コントロール能力の低下を招き、787の開
発遅延や初期のトラブルの一因となった。この時期のIP戦略は、自社技術の保護よりも、パートナー
シップを通じたエコシステムの拡大に重点が置かれていたと言える。 

しかし、2010年代後半から2020年代初頭にかけて発生した737 MAXの墜落事故とその後の運航停



止、さらに新型コロナウイルスのパンデミックによる航空需要の蒸発は、ボーイングに根本的な戦略

転換を迫ることとなった。品質管理の問題やサプライチェーンの混乱が露呈する中で、経営陣は「技

術的主権の回復」の必要性を痛感したのである。2025年現在、ボーイングは重要な製造技術、アビ
オニクス、飛行制御ソフトウェアなどのコア技術に関するIPを、再び社内に取り戻す（Insourcing）動
きを加速させている。これは、外部依存度を下げ、製品の品質と安全性を自社の完全なコントロール

下に置くための戦略的な回帰である。 

2024年から2025年にかけてのケリー・オルトバーグCEOの就任は、この流れを決定づけるもので
あった。エンジニアリング出身のオルトバーグ氏は、財務主導の経営からエンジニアリング主導の文

化への回帰を掲げ、現場の技術力強化とIPポートフォリオの質的向上を推進している 17。具体的に
は、製造プロセスのデジタル化や自律飛行技術の内製化など、競争力の源泉となる技術領域への

投資を集中させ、それらを強力な特許網と厳格なトレードシークレット管理によって保護する方針を

明確にしている。 

 

2.2 マクロ経済環境とR&D投資の動向 
 

2025年の航空宇宙・防衛産業を取り巻くマクロ経済環境は、地政学的緊張の高まりと民間航空需要
の回復という二つの強力なドライバーによって特徴づけられる。世界的な防衛費は2023年に過去最
高の2.4兆ドルに達し、2024年には2.5兆ドル規模へと拡大している 19。ロシアによるウクライナ侵攻
の長期化や中国の軍事的台頭といった要因により、米国および同盟国は防衛装備品の近代化と在

庫拡充を急いでおり、これがボーイングの防衛・宇宙・セキュリティ部門（BDS）にとっての追い風と
なっている。 

一方で、民間航空市場においては、パンデミック後の旅行需要の急回復に伴い、航空機の新規発注

と機体更新の需要が旺盛である。ボーイングの商業市場展望（CMO）によれば、今後20年間で旅客
輸送量は年平均成長率（CAGR）で増加し続け、新造機の需要は供給能力を上回る状況が続くと予
測されている 21。しかし、ボーイング自身の財務状況は、過去の危機対応に伴う巨額の負債と、
2024年のIAMストライキによる生産停止の影響により、依然として予断を許さない状況にある。有利
子負債は600億ドルを超え、信用格付けへの圧力も残る中で、R&D投資の効率化と最適化は避け
て通れない課題となっている 22。 

こうした環境下でのR&D投資の推移を見ると、ボーイングの苦渋の決断と戦略的な意図が浮き彫り
になる。 

 

企業 2023年 R&D支
出 

2024年 R&D
支出 

2025年（見込
み/Q3時点） 

戦略的焦点とIP
への影響 



Boeing 33.7億ドル 38.1億ドル 34.9億ドル 
(TTM) 

デジタルツイ

ン、T-7A生産効
率化、777X認
証完了、SAF
データ基盤、自

律飛行（Wisk）
への集中投資。

リソースの選択

と集中が進む 23

。 

Airbus 32.5億ユーロ 高水準維持 36億ドル規模
（推定） 

水素推進（

ZEROe）への長
期的投資、

DDMS（デジタ
ル設計製造

サービス）、キャ

ビン快適性、次

世代シングルア

イル機の概念

設計 24。 

Lockheed 
Martin 

非開示（高水

準） 
安定成長 安定成長 防衛特化型AI、

極超音速技術、

宇宙システム、

JADC2（統合全
領域指揮統制）

に関連する高

度な機密技術

の開発 26。 

ボーイングのR&D支出は、2023年から2024年にかけて12.88%増加し、38億ドル規模に達したもの
の、2025年第3四半期までの直近12ヶ月間（TTM）では9.59%の減少が見られる 23。この減少は、ス
トライキによる一時的な研究開発活動の停滞に加え、オルトバーグCEOによる「コア事業への集中と
リソースの最適化」政策の影響を反映していると分析される 28。限られた資金を、即効性があり競争
優位に直結する分野（生産効率化や認証取得）に優先的に配分する姿勢が鮮明である。 

 

2.3 組織構造とIPガバナンスの変革 
 

ボーイングの知財管理体制は、かつての法務部門による単なる権利保護機能から、全社的なビジネ



ス戦略と連動した「ダイナミック・ケイパビリティ」へと進化を遂げている。この変化は、ビジネスユニッ

ト（BCA: 民間航空機、BDS: 防衛・宇宙・セキュリティ、BGS: グローバル・サービス）を横断する形で
展開されており、特にBGS部門においては、知的財産そのものが直接的な収益源となるビジネスモ
デルが構築されている。 

BGS部門では、航空機の運航データやメンテナンス履歴を活用したデジタルソリューションの提供を
通じて、IPの収益化（Monetization）が進められている。2024年のBGS部門の売上高は約199.5億ド
ルに達し、前年比で4.32%の成長を記録した 29。ここでのIP戦略は、単に特許を取得するだけでな
く、独自のアルゴリズムやデータ分析手法をサービスとしてパッケージ化し、顧客に継続的に提供す

ることにある。 

また、技術開発とIP創出の司令塔としての役割を担うのが、最高技術責任者（CTO）であるトッド・シト
ロン（Todd Citron）博士と、彼が率いるボーイング・リサーチ＆テクノロジー（BR&T）である。シトロン
博士は、衛星通信や信号処理の分野で実績を持つ技術者であり、彼のリーダーシップの下、ボーイ

ングはハードウェア製造企業から「コネクテッド・エアロスペース企業」への転換を図っている 30。
BR&Tは、米国内の5拠点および海外の7拠点（オーストラリア、ブラジル、中国、欧州、インド、ロシ
ア、韓国）を統括し、グローバルな研究開発ネットワークを形成している。この体制により、世界各地

の技術シーズをいち早く取り込み、特許化や技術移転を通じて競争力を維持することが可能となっ

ている。 

特に注目すべきは、IPガバナンスにおけるリスク管理の強化である。Zunum Aero訴訟やWilson 
Aerospace訴訟といった近年の法的紛争の教訓を踏まえ、ボーイングは外部パートナーやスタート
アップとの協業におけるIPの取り扱いを厳格化している。秘密情報の管理プロセス（Information 
Protection）の見直しや、トレードシークレットの特定と保護に関する社内教育の徹底など、防御的な
側面でのガバナンス強化が進められている 11。これは、オープンイノベーションを推進する一方で、
自社のコア技術を守るためのバランスを取ろうとする試みである。 

 

3. 詳細分析：ボーイングの知財戦略の核心 
 

 

3.1 定量分析：特許ポートフォリオの現状と質的転換 
 

ボーイングの特許出願動向を時系列で分析すると、同社の戦略的優先順位の変化が如実に表れて

いる。2019年から2020年にかけては、年間3,000件から5,000件規模の特許出願を行っていたが、
2023年から2024年にかけては、その数が減少傾向にあることが確認できる 33。 

特許出願・登録数の推移（公開データベースに基づく集計）: 



 

年 出願数（

Applications） 
登録数（Grants） 戦略的示唆と背景 

2020 3,267 4,401 パンデミック前の活

発なR&D活動の成
果が登録化。多角的

な技術開発のピー

ク。 

2021 3,483 3,611 デジタル化・自律化

技術へのシフトが始

まり、出願内容の変

化が見られる。 

2022 2,044 3,106 財務状況の悪化に

伴い「選択と集中」が

開始。コスト削減圧

力がIP部門にも波
及。 

2023 1,460 3,047 出願数の減少が顕

著に。量の追求から

質の重視、およびト

レードシークレットへ

の移行が進行。 

2024 739 (公開分) 2,395 公開ラグの影響を含

むものの、出願活動

の縮小トレンドは明

確。コア技術への集

中が加速 33。 

2025 1 (公開分) 458 年初からのデータ。

依然として登録数は

一定規模を維持して

おり、過去の資産が

権利化されている。 

この出願数の減少傾向は、単なるR&D活動の縮小として捉えるべきではない。むしろ、以下の3つの
要因による「質的転換」と解釈するのが妥当である。 



1.​ トレードシークレットへの戦略的転換: Zunum Aero訴訟などの経験から、ソフトウェアのアルゴ
リズムや製造ノウハウといった模倣されやすい技術については、特許公開による技術流出のリ

スクを避けるため、あえて特許出願を行わず、社内で厳重に管理する「ブラックボックス化（営

業秘密）」戦略へと移行している可能性が高い。これは、特にデジタルツインやAI関連技術にお
いて顕著であると考えられる。 

2.​ 防衛・宇宙関連技術の比重増: 地政学的リスクの高まりを受け、BDS部門での技術開発が活発
化しているが、これらの技術は国家安全保障上の理由（ITAR規制等）から特許公開なじまない
ケースが多い。そのため、R&D活動の実態が特許出願数として表れにくくなっている可能性が
ある。 

3.​ 特許ポートフォリオの棚卸しと最適化: 特許の維持には多額の費用がかかるため、ビジネス価
値の低い特許や活用されていない特許を放棄し、複合材製造、自律制御、コネクティビティと

いった競争優位に直結するコア特許にリソースを集中させるポートフォリオの最適化が行われ

ている。 

主要な技術分野の分析（CPC分類に基づく推測）: 
ボーイングが近年取得している特許は、伝統的な航空機構造（B64C）に加え、以下の分野で顕著な
増加や質的な深掘りが見られる。 
●​ データ処理・AI (G06F/G06Q): 航空機の予知保全、フライトデータ分析、デジタルツインによる
シミュレーション技術。これらはBGS部門の収益基盤を支える重要なIPである。 

●​ 通信・コネクティビティ (H04B): 衛星通信システム、機内Wi-Fi、航空機と地上間のデータリンク
技術。コネクテッド・エアクラフトの実現に向けた基盤技術。 

●​ 複合材成形・製造技術 (B29C): 熱可塑性樹脂の加工、自動ファイバー積層（AFP）技術、積層
造形（3Dプリンティング）。US11110667B2のような複合材製造データ分析特許に見られるよう
に、材料そのものよりも、それを加工・製造するプロセス技術の権利化が進んでいる 34。 

 

3.2 デジタルツインと製造革新：「ブラック・ダイアモンド」の遺産と展開 
 

ボーイングのIP戦略において、現在最も強力かつ競争力のある資産の一つが、「デジタルスレッド」
によって統合された製造プロセス技術である。これは、かつて「ブラック・ダイアモンド（Black 
Diamond）」というコードネームで呼ばれた極秘の製造革命イニシアチブの流れを汲むものであり、
設計から製造、保守に至るまでの全工程を単一のデータモデルで貫通させるという野心的な概念で

ある 36。 

この取り組みの成果は、すでに具体的なプログラムにおいて実証されている。米空軍向けのT-7A
レッドホーク練習機の開発においては、デジタルエンジニアリングとモデルベース・デザインの全面

的な採用により、従来の開発手法と比較して組立時間を80%削減し、ソフトウェア開発時間を50%
短縮することに成功した。さらに、製造段階での品質欠陥（First-time quality）を75%改善するという
驚異的な成果を上げている 2。また、無人給油機MQ-25スティングレイや無人戦闘機MQ-28ゴース
トバットの開発においても、同様のデジタル手法が適用されている 1。 



デジタル製造IPの構造と保護: 
このデジタル製造プロセスの核心にあるIPは、航空機そのものの設計図（形状や寸法）だけではな
い。むしろ、以下の要素が複合的に組み合わさったシステム全体が知財としての価値を持っている。 
●​ 3Dモデルベースの作業指示書: 紙の図面を廃止し、タブレットやARデバイスを通じて作業者に
指示を出す仕組み。 

●​ IoTセンサーネットワーク: 工場内の設備や治具に埋め込まれたセンサーから収集されるデータ
をリアルタイムで分析し、工程の進捗や品質を監視するシステム 1。 

●​ 生産管理アルゴリズム: 収集されたデータに基づき、最適な生産スケジュールやリソース配分を
自動的に算出するAIアルゴリズム。 

これらの技術は、一部が特許（例：複合材製造におけるデータ分析に関するUS11110667B2 34）として
権利化されている一方で、システムの全体像や運用ノウハウについては、高度なトレードシークレッ

トとしてブラックボックス化され、外部への流出が防がれている。 

製造拠点の役割: 
セントルイス（ミズーリ州）とメサ（アリゾナ州）に新設された先進複合材製造センター（ACFC）は、この
デジタル生産システムの実証実験場としての役割を果たしている。ここでは、機密性の高い次世代

戦闘機や無人機のコンポーネント製造が行われており、そこで培われた製造IPやノウハウは、777X
や将来の民間機プログラム（次世代シングルアイル機など）へと横展開されることが期待されている 
3。つまり、防衛部門で先行開発されたデジタル製造技術を民間部門へ移転し、全社的な生産効率
とコスト競争力を底上げするというシナジー効果が狙われているのである。 
 

3.3 サステナビリティ：X-66AとCascadeモデルによる現実解の追求 
 

環境技術におけるボーイングのIP戦略は、競合であるエアバスとは対照的である。エアバスが水素
航空機という全く新しいプラットフォームの構築にリソースを集中させているのに対し、ボーイングは

既存のインフラや技術の延長線上で実現可能な「現実解」を追求し、そのための技術とデータをIP化
している。 

遷音速トラス支持翼機（X-66A）: 
NASAとの「サステナブル・フライト・デモンストレーター（SFD）」プロジェクトとして共同開発が進めら
れているX-66Aは、ボーイングの環境技術IPの象徴である。この機体は、非常に長く薄い主翼を胴
体下部からのトラス（支柱）で支える「遷音速トラス支持翼（TTBW）」という革新的な構成を採用してい
る。この設計により、空気抵抗を減らし、揚力を高めることで、従来の同クラス機と比較して燃料消費

と排出ガスを最大30%削減することを目指している 4。 
ボーイングは、このTTBWに関連する独自の構造設計、空力特性、そして地上での取り回しを容易に
するための翼の折りたたみ機構などに関する特許群を形成している 4。これらの技術は、737 MAX
の後継となる次世代単通路機のコア技術となる可能性が高く、将来の民間航空機市場における競

争優位性を確保するための重要な布石である。 
Cascade気候影響モデル: 
ボーイングはハードウェアだけでなく、サステナビリティに関するデータ分析ツールにおいても独自の



IPを構築している。「Cascade」と呼ばれるこのデータモデリングツールは、持続可能な航空燃料（
SAF）、水素、電動化、運航効率化など、様々な脱炭素戦略が気候変動に与える影響を定量的に可
視化し、シミュレーションすることができる 6。 
Cascadeは、単なる広報ツールではなく、航空会社や政策立案者が最適な脱炭素ロードマップを策
定するための意思決定支援ツールとして機能している。このツール自体がボーイング独自のアルゴ

リズムとデータセットに基づく知的財産であり、BGS部門が顧客に対して提供するコンサルティング
サービスの基盤となっている。これは、ボーイングが航空機というハードウェアを売るだけでなく、「脱

炭素への道筋」というインテリジェンスを売るビジネスモデルへと転換しようとしていることを示してい

る。 
持続可能な航空燃料（SAF）: 
SAFに関しては、ボーイングは燃料そのものの製造技術よりも、SAFを航空機に適用するための技
術データや適合性に関する知財の蓄積に注力している。2024年には過去最大となる940万ガロン
のSAF購入契約を締結し、自社の飛行試験機（エコデモンストレーター）や業務フライトで使用するこ
とで、SAF使用時の機体への影響や性能データの実証実験を行っている 40。これらのデータは、将
来的にSAFの混合率を100%に引き上げる際の認証取得や、航空会社への技術サポートにおいて
貴重なIPとなる。 
 

3.4 自律化とWisk Aero：垂直統合型のIP要塞構築 
 

2023年に完全子会社化されたWisk Aeroは、ボーイングの自律飛行戦略の中核を担う存在である。
Wiskを通じて、ボーイングは急速に成長するアーバンエアモビリティ（UAM）市場において、機体開
発から運航管理までを垂直統合した強固なIPポジションを築こうとしている。 

機体技術と特許ポートフォリオ: 
Wiskが開発中の第6世代eVTOL（電動垂直離着陸機）は、世界初の自律飛行型4人乗りエアタク
シーとして型式証明の取得を目指している 9。Wiskは、この機体に関連して約479件の特許および特
許出願を保有しており、その82%以上がアクティブな権利として維持されている 8。 
特に重要なのが、「リフト＋クルーズ（Lift + Cruise）」構成に関する特許群である。これは、垂直離着
陸用のローターと水平飛行用のプロペラを独立して搭載する設計であり、遷移飛行（ホバリングから

水平飛行への移行）の複雑さを低減し、安全性と効率性を両立させる技術である 41。この構成に関
する広範な特許網は、競合他社が同様の設計を採用する際の参入障壁となる可能性がある。 
自律運航ロジックとSkyGrid: 
Wiskの最大の特徴は、パイロットを乗せない完全自律飛行を前提としている点である。そのため、パ
イロットの操作を代替する自律運航ロジック、衝突回避システム、状況認識アルゴリズムに関するIP
は極めて重要であり、これらは厳格なトレードシークレットや特許によって保護されている 45。 
さらに、ボーイングは空域管理システムを開発するSkyGridをWiskの子会社として統合することで、
機体（ハードウェア）と運航管理（ソフトウェア/インフラ）の両方のIPを垂直統合している 9。これによ
り、将来的に多数の自律飛行機が空を行き交うUAM社会において、ボーイング陣営のシステムが事
実上の標準（デファクトスタンダード）となることを目指している。これは、単に機体を販売するだけで

なく、運航プラットフォーム全体を支配しようとする「プラットフォーマー戦略」の表れである。 



 

4. ケーススタディと法的・規制状況：外部イノベーションのリス
クと教訓 
 

ボーイングの近年のIP戦略において、避けて通れないのが相次ぐ法的紛争である。これらは、同社
が外部の技術やイノベーションを取り込もうとする過程で生じた摩擦やガバナンスの不備に起因する

ものであり、今後のIP戦略を考える上で重要な教訓を含んでいる。 

 

4.1 Zunum Aero訴訟：スタートアップ連携におけるIP管理の落とし穴 
 

概要と経緯: 
シアトルを拠点とするハイブリッド電気航空機のスタートアップ、Zunum Aeroは、ボーイングが投資
検討および共同開発の過程（デューデリジェンス）で得たZunumのトレードシークレットを不正に流用
し、独自のハイブリッド機開発に利用したとして提訴した。Zunum側は、ボーイングが秘密保持契約（
NDA）に違反して技術情報を社内で共有し、Zunumを市場から排除しようとしたと主張した。 
2024年5月、陪審員はボーイングに対し、トレードシークレットの盗用と契約違反を認め、約7,200万
ドル（懲罰的損害賠償を含めるとさらに増額される可能性があった）の支払いを命じる評決を下し

た。しかし、その後連邦地裁の判事は、Zunumがトレードシークレットを「十分な特定性（Sufficient 
Particularity）」を持って立証できなかったとして、陪審評決を破棄（JNOV: Judgment 
Notwithstanding the Verdict）する判断を下した 46。 
2025年の状況と影響: 
2025年に入り、第9巡回区控訴裁判所はこの地裁の判断を覆し、陪審評決を復活させる決定を下し
た 11。控訴裁は、Zunumがトレードシークレットを十分に特定しており、陪審員がそれに基づいて判
断を下すのに十分な証拠があったと認定した。 
この判決は、ボーイングのIP戦略に甚大な影響を与えている。 
●​ IP汚染（Contamination）リスクの再認識: 大企業がスタートアップと接触する際、意図せずと
も相手の技術情報が社内に流入し、自社の開発プロジェクトと混ざり合ってしまうリスクが浮き

彫りになった。 
●​ ガバナンスの厳格化: 今後、ボーイングは外部企業との技術的な議論や情報共有において、こ
れまで以上に慎重な姿勢をとらざるを得なくなる。法務部門によるスクリーニングが厳格化し、

オープンイノベーションのスピードが鈍化する可能性がある。 

 

4.2 Wilson Aerospace訴訟：宇宙開発における信頼性の毀損 



 

概要: 
Wilson Aerospaceは、ボーイングがNASAのスペース・ローンチ・システム（SLS）用ツールのIPを盗
用し、その結果として品質の低い模倣品が製造されたと主張して提訴した。同社は、このIP盗用が国
際宇宙ステーション（ISS）での漏洩事故や、アルテミス計画におけるSLSロケットの燃料漏れによる
打ち上げ遅延の直接的な原因になったと訴えている 12。 
インサイト: 
この訴訟は、単なるIP権の侵害や金銭的な損害賠償の問題を超えて、ボーイングの「エンジニアリン
グの誠実性」と「安全性」に対する信頼を根底から揺るがすものである。技術的な不具合とIPの不正
使用がリンクして語られることで、ボーイングのブランド価値に深刻なダメージを与えている。また、

政府調達におけるコンプライアンス違反として捉えられれば、将来のNASAや国防総省との契約にお
いて不利な条件を課されるリスクも孕んでいる。 
 

4.3 司法省（DOJ）との合意とコンプライアンス体制への波及 
 

737 MAXの墜落事故に関連する米司法省（DOJ）との訴追延期合意（DPA）違反の問題は、2025年
においても尾を引いている。新たな司法取引や保護観察措置の一環として、社内のコンプライアンス

体制に対する外部からの監視が強化されている 50。 
この監視の強化は、知財管理プロセスにも波及していると考えられる。特に、競合情報の入手方法

や、サプライヤーから受領する技術情報の取り扱いについて、コンプライアンス違反がないかどうか

が厳しくチェックされることになる。これは、ボーイングのIP活動における透明性と適法性を高める一
方で、実務上の負担を増大させる要因ともなっている。 

 

5. 競合ベンチマーク（詳細比較） 
 

ボーイングのIP戦略をより深く理解するためには、主要な競合他社との比較が不可欠である。特に、
最大のライバルであるエアバスとの戦略の違いは、両社の将来像の違いを鮮明に映し出している。 

 

5.1 ボーイング vs エアバス：R&Dと特許戦略の対照 
 

 

比較項目 Boeing (ボーイング) Airbus (エアバス) 



コア技術戦略 実用主義的・漸進的 
 
SAF、TTBW、デジタル生産
効率化に焦点。既存機の改

良と製造コスト削減、短期・

中期的な認証取得を優先す

る現実路線。 

野心的・長期的 
 
水素航空機（ZEROe）へ集
中。欧州の環境規制を先取り

し、2035年の就航を目指して
全く新しい推進システムのエ

コシステム構築を狙う 51。 

デジタル戦略 Digital Twin (製造・防衛寄
り) 
 
「ブラック・ダイアモンド」思想

に基づく製造現場の自動化と

防衛技術の民間転用。製造

プロセスの効率化が主眼。 

DDMS (全ライフサイクル) 
 
設計・製造・サービスの全工

程を統合するDDMS（デジタ
ル設計製造サービス）プログ

ラムを展開。Skywiseプラット
フォームによる運航データの

独占的活用 53。 

特許出願傾向 米国中心・量から質へ 
 
出願数は減少傾向にあり、ト

レードシークレット化が進む。

米国特許庁（USPTO）への出
願が圧倒的多数を占める 33

。 

グローバル・増加傾向 
 
欧州（EPO）に加え、中国やイ
ンドでの出願を強化。特許

ポートフォリオは拡大傾向に

あり、グローバルな市場での

権利保護を重視 25。 

サステナビリティ SAF & 効率化 (Cascade) 
 
機体の空力効率向上（X-66A
）とSAF普及のためのデータ
提供。既存燃料インフラを活

用するアプローチ。 

水素エコシステム 
 
燃料電池、極低温タンク、空

港インフラまで含めた包括的

な特許網を構築し、エネル

ギー転換をリードしようとして

いる 56。 

財務的背景 負債圧縮優先 
 
有利子負債が多く、R&D予算
に制約があるため、投資対

効果の確実な分野への「選

択と集中」が必須 22。 

キャッシュリッチ 
 
ネットキャッシュが潤沢で、長

期的・実験的なR&Dに投資す
る余力があり、リスクテイクが

可能 24。 

分析: 
エアバスが「未来の市場（水素）」の知財を先制的に押さえに行っているのに対し、ボーイングは「現

在の市場の最適化と次世代機の効率化（TTBW）」に知財リソースを集中している。この戦略の違い



は、財務状況の差による必然的な選択でもあるが、同時に2035年以降の市場において、もし水素航
空機が主流となった場合、ボーイングが技術的リーダーシップを失うリスクも孕んでいる。一方で、

SAFが現実的な解として定着した場合、ボーイングの実用的なアプローチが奏功する可能性もある。 
 

5.2 その他の競合（Lockheed Martin, RTX, 中国勢） 
 

●​ Lockheed Martin: 防衛大手のロッキード・マーティンは、デジタルツインとAI活用において先
行している。特に、NOAA（米海洋大気庁）向けの地球観測デジタルツインの開発など、地球規
模のシミュレーション技術や防衛用AIにおいて独自の特許ポートフォリオを築いている 27。ボー
イングにとって、防衛分野でのデジタル技術競争は激化している。 

●​ RTX (Raytheon Technologies): RTXは、航空宇宙業界における特許取得数でトップクラスを
誇る（2024年ランキングで上位）。エンジン（Pratt & Whitney）、アビオニクス（Collins 
Aerospace）、センサー技術において圧倒的な特許の壁を構築しており、ボーイングにとっても
重要なサプライヤーであると同時に、技術面での強力な競合でもある 59。 

●​ 中国勢（COMAC/AVIC）: 中国商用飛機（COMAC）や中国航空工業集団（AVIC）、および関連
する大学・研究機関は、通信・セキュリティ分野やドローン技術において特許出願を急増させて

いる 61。ボーイングにとって、中国市場は最大の販売先の一つであると同時に、技術流出やIP
侵害のリスクが高い市場となっており、知財防衛の観点から警戒が必要である。 

 

6. 将来展望とロードマップ 
 

 

6.1 2025-2030年の技術・知財ロードマップ 
 

ボーイングの今後のIP戦略は、経営再建のフェーズに合わせて段階的に展開されると予測される。 

フェーズ1：2025-2026年（生産安定化とデジタル基盤の確立） 

●​ 製造IPの展開: 737 MAXの生産レートを月産50機体制へ戻すため、デジタルツインや自動化技
術を製造現場に全面的に展開し、品質管理の自動化に関する特許網を強化する。 

●​ リスク管理の徹底: Zunum訴訟等の教訓を踏まえ、IPコンプライアンス体制を再構築し、法的リ
スクを最小化する。 

●​ BGSの収益拡大: BGS部門におけるAI予知保全やフライトデータ分析サービスの特許を活用
し、安定的な収益源を確保する。 

フェーズ2：2027-2028年（次世代技術の実証と標準化） 



●​ X-66Aの飛行試験: X-66Aの実機飛行試験を開始し、トラス支持翼の空力特性や構造強度に
関する実証データを得て、関連特許を固める。 

●​ Wiskの商用化: Wisk Aeroの自律飛行タクシーの型式証明を取得し、商用運航を開始する。同
時に、運航管理システムのIPをオープン化またはライセンス供与し、業界標準（デファクトスタン
ダード）としての地位を確立する。 

フェーズ3：2029-2030年（完全デジタルスレッドと次世代機開発） 

●​ デジタルスレッドの完成: 民間機と防衛機の製造ラインにおけるデジタルツインを完全に統合
し、全社的な生産効率を最大化する。 

●​ 次世代機の開発: 次世代シングルアイル機（NSA）の開発を本格化させ、TTBW技術やデジタル
製造技術を全面的に適用する。 

 

6.2 地政学的シフトと「フレンド・ショアリング」IP 
 

ボーイングは、米国内のコスト高や労働力不足、そして地政学的リスクに対応するため、インドや

オーストラリア、英国といった「信頼できる同盟国」へのR&D移転を加速させる「フレンド・ショアリン
グ」戦略をとるだろう。 

●​ インド (BIETC): バンガロールにあるボーイング・インディア・エンジニアリング＆テクノロジー・セ
ンター（BIETC）は、米国以外で最大のエンジニアリング拠点となっている。ここでは、ソフトウェ
ア開発、データ分析、アビオニクスの設計が行われており、ボーイングの「デジタルIP」の主要な
創出拠点として機能する 14。 

●​ オーストラリア: ボーイング・オーストラリアは、無人機（Ghost Bat）の開発拠点として重要性を
増しており、自律システムに関する防衛IPのハブとなる 15。 

●​ 英国 (シェフィールド): 先進製造研究センター（AMRC）との連携により、アクチュエータや新素
材の加工技術に関するIPを創出する拠点として機能する 16。 

 

7. 結論と残留する論点 
 

 

7.1 結論 
 

2025年におけるボーイングの知的財産戦略は、かつての「全方位的な技術覇権」を追求する拡張主
義的なモデルから、「生存と再生のための戦略的効率化」へと明確に変貌を遂げた。巨額の負債と



開発競争での遅れという厳しい現実に直面し、同社はデジタルツイン（製造効率）、TTBW（空力効
率）、**自律飛行（Wisk）**という3つの柱にIPリソースを集中させるという、極めて合理的かつプラグ
マティックな選択を行った。 

特に、製造プロセスそのものを高度な知財として保護し、データ分析サービスを通じて収益化するビ

ジネスモデルへの転換は、製造業としてのボーイングの在り方を再定義するものである。これは、単

に飛行機を作る会社から、飛行機を作るための「知識」と「データ」を売る会社への進化を意味してい

る。 

 

7.2 残留する論点（Residual Risks）と提言 
 

しかし、この効率化戦略には以下の重大な懸念が残る。 

1.​ 「イノベーションの真空地帯」のリスク: 水素などのラディカルな新エネルギー技術への投資を抑
制しているため、2030年代後半にエネルギー革命が起きた場合、エアバスに決定的な遅れを
とる可能性がある。短中期的な効率化と長期的な革新のバランスをどう取るかが課題である。 

2.​ IPガバナンスの信頼回復: ZunumやWilson Aerospaceのような訴訟が続く限り、外部の有望な
スタートアップやパートナーはボーイングとの協業を躊躇するだろう。これは、オープンイノベー

ションが不可欠な現代において致命的な弱点となり得る。信頼回復には長い時間を要する。 
3.​ 人材流出と知財の空洞化: ストライキやレイオフ、拠点の海外移転に伴い、熟練エンジニアが
退職し、特許やマニュアルには明文化されていない「暗黙知（形式化されていないIP）」が失わ
れるリスクがある。 

提言: 
ボーイングは、法的防御を固めつつ、スタートアップとの協業における「IPの清潔さ（Hygiene）」を徹
底し、失われた信頼を回復する必要がある。また、短期的なキャッシュフロー改善だけでなく、エアバ

スの水素戦略に対抗しうる長期的かつ破壊的な技術シーズへの「種まき（Seed Investment）」を、
BR&Tやベンチャー部門を通じて継続的に行うべきである。IP戦略は、企業の防衛手段であると同時
に、未来への投資でもあることを再認識すべき時である。 

End of Report 
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